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一
三

（
一
）
橋
北
村
商
代
墓
地
か
ら
回
収
さ
れ
た
七
点
の
先
銘
青
銅
器

二
〇
〇
三
年
春
、
山
西
省
文
物
考
古
研
究
所
と
北
京
大
学
考
古
系
の
共
同
発
掘

隊
に
よ
り
、
山
西
省
浮
山
県
に
あ
る
橋
北
村
墓
地
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ

た
。
発
掘
の
結
果
、
こ
の
墓
地
遺
跡
か
ら
は
墓
道
を
伴
な
う
五
基
の
商
代
大
型
墓

を
含
む
計
三
一
基
の
商
周
時
期
の
墓
が
発
見
さ
れ
た（

1
）。

報
告
に
よ
る
と
、
こ
の

墓
地
遺
跡
は
一
九
九
八
年
頃
か
ら
繰
り
返
し
盗
掘
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、

二
〇
〇
一
年
に
は
該
墓
地
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
多
数
の
青
銅
器
が
現
地

の
公
安
局
に
よ
っ
て
押
収
さ
れ
て
い
る
（
図
1 （

2
））。

押
収
さ
れ
た
青
銅
器
は
方
罍
一
点
と
觚
六
点
の
計
七
点
で
、
そ
の
器
形
と
紋
様

は
、
明
ら
か
に
殷
墟
二
期
晩
段
の
特
徴
を
そ
な
え
て
お
り
、
そ
の
年
代
は
ほ
ぼ
武

丁
晩
期
こ
ろ
に
相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
（
附
図
一（

3
））。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
器
物

に
は
み
な
「
先
」
と
読
め
る
一
字
の
銘
文
が
鋳
造
さ
れ
て
お
り
、
盗
掘
の
経
緯
及

び
器
物
の
組
成
、
数
量
等
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
お
そ
ら
く
は
同
一
の
墓
か
ら
盗

掘
さ
れ
た
、
も
と
一
揃
い
の
セ
ッ
ト
を
な
し
て
い
た
副
葬
器
物
群
の
一
部
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る（

4
）。

こ
れ
ら
七
点
以
外
に
も
、
同
墓
か
ら
は
相
当
数
の
青
銅
器
が

同
時
に
盗
掘
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
行
方
に
関
し
て
は
未
だ
追
跡
調

査
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
こ

れ
ら
の
盗
掘
さ
れ
た
副
葬
青
銅
器
群
の
本

来
の
器
物
組
成
を
可
能
な
限
り
復
元
す
る

た
め
、
上
記
の
七
点
以
外
の
流
散
文
物
の
行

方
に
関
し
て
初
歩
的
な
追
跡
調
査
を
行

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
〇
四
年
以
降
に

刊
行
さ
れ
た
国
内
外
の
競
売
目
録
及
び
公

私
の
蔵
品
図
録
中
に
、
少
な
く
と
も
八
点
に

の
ぼ
る
未
著
録
の
「
先
」
銘
商
代
青
銅
器
が

相
次
い
で
出
現
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た（

5
）。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ

ら
の
青
銅
器
と
そ
の
銘
文
の
大
部
分
は
私

的
な
い
し
非
公
式
な
刊
行
物
に
収
録
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
存
在
が
学
界
に

広
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
も
、
一
部
の
刊
行
物
に
お
い
て
は
文
字

の
釈
読
に
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
り
、
今
後
の

先
族
銅
器
群
初
探

崎　
　

川　
　
　
　
　

隆
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先
族
銅
器
群
初
探

一
四

調
査
研
究
に
混
乱
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
現
状
に
鑑
み
、
以
下

に
お
い
て
は
ま
ず
こ
れ
ら
八
点
の
新
出
「
先
」
銘
青
銅
器
の
存
在
を
改
め
て
学
界

に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
器
形
、
紋
様
、
銘
文
に
見
ら
れ
る
諸
特
徴
の
詳
細

な
観
察
を
通
し
て
、
各
器
物
の
製
作
年
代
と
そ
れ
ら
の
間
の
セ
ッ
ト
関
係
と
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
た
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
八
点
の
新

出
先
銘
青
銅
器
と
前
述
の
橋
北
墓
地
か
ら
回
収
さ
れ
た
七
点
の
先
銘
青
銅
器
と
の

関
係
を
考
察
し
、
こ
れ
ら
が
果
た
し
て
同
一
の
墓
か
ら
盗
掘
さ
れ
た
一
揃
い
の
青

銅
礼
器
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
更
な
る
検
討
を
加
え
た
い
。

（
二
）
二
〇
〇
四
年
以
降
に
出
現
し
た
八
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器

⑴　
『
中
国
・
王
朝
の
粋
』
所
収
の
「
先
」
銘
青
銅
器

難
波
純
子
『
中
国
・
王
朝
の
粋
』（
以
下
『
王
朝
』）
は
、
二
〇
〇
四
年
に
大
阪

美
術
倶
楽
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
内
部
展
覧
会
の
図
録
で
あ
る（

6
）。

こ
の
図
録
に
は
、

計
九
〇
点
に
の
ぼ
る
日
本
の
私
人
収
蔵
家
の
収
集
に
か
か
る
中
国
古
代
文
物
の
カ

ラ
ー
図
版
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器
物
に
は
難
波
氏
に
よ
る
解
説
が

付
さ
れ
て
い
る
。
収
録
器
物
は
商
周
青
銅
器
と
漢
唐
銅
鏡
が
中
心
で
、
そ
の
中
に

図
2
―
1
〜
3
に
示
す
よ
う
な
「
長
」
字
銘
を
も
つ
と
さ
れ
る
三
点
の
商
代
青
銅

礼
器
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
銅
器
上
に
見
ら
れ
る
銘
文
は
、い
ず
れ
も『
殷

周
金
文
集
成
（
修
訂
増
補
本
）』（
以
下
『
集
成（

7
）』）、『

商
周
青
銅
器
銘
文
暨
図
像

集
成
』（
以
下
『
図
像
集
成（

8
）』）

な
ど
の
資
料
集
成
や
、『
殷
周
金
文
暨
青
銅
器
資

料
庫（

9
）』、『

商
周
金
文
資
料
通
鑑
』（
以
下
『
通
鑑（

10
）』）

な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
類

に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
、
未
著
録
の
新
出
資
料
で
あ
る
。

難
波
氏
は
図
録
解
説
の
中
で
こ
れ
ら
三
点
の
青
銅
器
の
年
代
が
い
ず
れ
も
商
代

晩
期
に
相
当
し
、
そ
の
銘
文
は
そ
れ
ぞ
れ
み
な
「
長
」
と
読
め
る
と
指
摘
し
、
そ

の
字
形
特
徴
は
近
年
殷
墟
花
園
荘
東
地
五
四
号
墓
（
以
下
「
花
東
五
四
号
墓
」）
か

ら
出
土
し
た
一
群
の
青
銅
器
に
見
ら
れ
る
「
長
」
字
と
共
通
す
る
と
述
べ
て
い
る（

11
）。

器
物
の
形
態
及
び
紋
様
の
特
徴
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
三
点
の
青
銅
器
は
み

な
明
ら
か
に
殷
墟
二
期
晩
段
の
特
徴
を
示
し
て
お
り（

12
）（

後
述
、
附
図
一
参
照
）、
難

波
氏
の
年
代
推
定
は
き
わ
め
て
妥
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
器
物
上
に
鋳

造
さ
れ
た
銘
文
の

釈
読
に
関
し
て

は
、
氏
の
所
説
は

受
け
容
れ
難
い
も

の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
三
器
の
銘
文
拓

本
を
綿
密
に
観
察

し
て
み
れ
ば
容
易

に
了
解
さ
れ
る
よ

う
に
、
難
波
氏
が

「
長
」
と
釈
読
し

た
文
字
は
実
際
に

は
「
長
」
で
は
な

く
「
先
」
と
釈
す

べ
き
文
字
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
（
図
2
）。

図 2
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五

従
っ
て
、
こ
れ
ら
三
点
の
青
銅
器
は
い
ず
れ
も
「
先
」
銘
青
銅
器
と
称
す
べ
き

で
あ
り
、
花
東
五
四
号
墓
出
土
の
「
亞
長
」
銘
を
も
つ
青
銅
器
群
と
は
ま
っ
た
く

無
関
係
の
器
物
群
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
器

物
の
器
形
、
紋
様
、
銘
文
に
見
ら
れ
る
諸
特
徴
を
更
に
詳
し
く
観
察
し
、
そ
の
資

料
的
な
特
質
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
a
）　

先
爵
（『
王
朝
』
五
、
饕
餮
爵
）

本
爵
は
口
径
二
〇
・
五
㎝
、
器
腹
部
が
や

や
浅
く
平
底
で
、
流
の
つ
け
根
に
桶
帽
状
の

双
柱
が
立
つ
。
器
腹
に
は
獣
面
紋
、
流
と
尾

に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
角
紋
を
飾
る
（
図
2
―

1
）。
流
と
尾
の
下
部
及
び
器
腹
部
に
は
扉

棱
が
見
ら
れ
る
。
型
式
学
的
に
は
、
岳
洪
彬

『
殷
墟
青
銅
礼
器
研
究
』（
以
下『
礼
器
研
究
』）

の
分
類
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
B
Ⅱ
式
爵
」
に

相
当
す
る（

13
）。

こ
れ
と
類
似
し
た
器
物
が
殷

墟
五
号
墓
、
殷
墟
一
八
号
墓
、
花
東
五
四
号

墓
等
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら（

14
）（

図

3
）、
そ
の
製
作
年
代
は
ほ
ぼ
殷
墟
文
化
二

期
晩
段
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

（
b
）　

先
觚
（『
王
朝
』
八
、
饕
餮
觚
）

本
觚
は
口
径
一
五
・
七
㎝
、
頸
部
は
ラ
ッ

パ
状
に
開
き
、
外
側
に
は
三
角
蕉
葉
紋
を
飾

る
（
図
2
―
2
）。
細
く
締
っ
て
や
や
向
勢

に
膨
ら
ん
だ
器
腹
部
に
は
獣
面
紋
を
飾
る
。
圏
足
は
高
く
、
そ
の
上
部
に
は
蝉
紋

が
、
下
部
に
は
獣
面
紋
が
あ
し
ら
わ
れ
る
。
圏
足
の
上
方
に
は
十
字
形
の
透
彫
り

が
あ
る
。
器
側
に
は
四
筋
の
扉
棱
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
器
形
特
徴
を

も
つ
銅
觚
は
、
殷
墟
五
号
墓
、
殷
墟
一
八
号
墓
、
花
東
五
四
号
墓
等
か
ら
出
土
し

て
い
る
（
図
4 （

15
））。

型
式
学
的
に
は
岳
氏
分
類
に
お
け
る
「
Ａ
ａ
Ⅲ
式
觚
」
に
相

当
し
、
そ
の
流
行
年
代
は
殷
墟
二
期
晩
段
頃
と
考
え
ら
れ
る（

16
）。

こ
こ
で
興
味
深

い
の
は
、
本
觚
が
器
形
、
紋
様
、
銘
文
の
各
要
素
に
お
い
て
上
述
の
橋
北
墓
地
回

収
の
銅
器
群
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た
六
点
の
銅
觚
と
、
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
と

い
う
点
で
あ
る

（
図
5
）。
こ
の

事
実
は
、
こ
れ

ら
の
器
物
が
元

来
は
一
揃
い
の

副
葬
礼
器
と
し

て
セ
ッ
ト
を
な

し
て
い
た
可
能

性
を
示
唆
す
る

も
の
と
言
え

る
。

図 3
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先
族
銅
器
群
初
探

一
六

（
c
）　

先

（『
王
朝
』
一
九
、
饕
餮（

17
））

本

は
口
径
八
・
一
〇
㎝
、
提
梁
と
器
腹
部
が
と
も
に
Ｓ
字
状
曲
線
を
呈
し
、

蓋
と
提
梁
は
環
状
の
可
動
式
金
具
に
よ
っ
て
連
結
さ
れ
て
い
る
（
図
2
―
3
）。

器
腹
部
は
下
膨
れ
で
圏
足
は
低
い
。
頸
部
に
帯
状
の
獣
面
紋
を
飾
り
、
蓋
、
鈕
、

圏
足
部
に
は
と
も
に
雷
紋
を
施
す
。
こ
の
型
式
の
提
梁

は
殷
墟
二
期
晩
段
に
の

み
出
現
し
、
他
の
時
期
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
標
準
遺
物
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
岳
氏
の
分
類

に
お
い
て
は
「
Ａ
ａ
Ⅰ
式

」
に
相

当
し（

18
）、

類
似
の
器
物
は
殷
墟
五
号

墓
、
殷
墟
一
八
号
墓
、
Ｙ
Ｍ
二
三
八

号
墓
等
か
ら
出
土
し
て
い
る
（
図
6

及
び
附
図
一（

19
））。

以
上
の
観
察
か
ら
、
こ
れ
ら
三
点

の
器
物
は
単
に
銘
文
が
共
通
す
る
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
年
代
に
つ
い
て
も

き
わ
め
て
よ
く
一
致
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
実
に
、
殷

墟
二
期
晩
段
に
お
け
る
副
葬
青
銅
礼

器
の
典
型
的
な
組
成
関
係
、
及
び
三

器
の
伝
来
・
収
蔵
の
経
緯
を
考
え
併

せ
る
な
ら
、
こ
れ
ら
の
器
物
が
も
と

同
一
の
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
セ
ッ

ト
を
な
す
青
銅
礼
器
群
の
構
成
部
分

で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
と
言
え
る
。

⑵　

東
波
斎
所
蔵
「
先
」
銘
銅
爵

こ
の
爵
は
二
〇
〇
六
年
五
月
に
澳
門
の
美
術
市
場
に
出
現
し
、
そ
の
後
香
港
の

収
蔵
家
東
波
斎
の
所
蔵
に
帰
し
た（

20
）。

二
〇
一
一
年
に
行
な
わ
れ
た
同
氏
蔵
品
展

覧
会
の
図
録
に
本
爵
の
鮮
明
な
カ
ラ
ー
図
版
と
銘
文
拓
本
が
掲
載
さ
れ
て
お
り（

21
）、

『
近
出
殷
周
金
文
集
録
二
編
』（
以
下
『
近
出
二
』）
及
び
『
図
像
集
成
』
に
も
本

爵
の
器
影
と
銘
文
拓
本
が
再
録
さ
れ
て
い
る（

22
）。

本
爵
は
口
径
二
〇
・
四
㎝
、
通
高
二
五
・
七
㎝
、
平
底
で
器
身
は
比
較
的
短
い
。

流
の
つ
け
根
に
桶
帽
状
の
双
柱
が
立
つ
（
図
7
―
2
）。
器
影
図
版
の
観
察
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、

本
爵
は
器
形
、
紋

様
は
言
う
に
及
ば

ず
、
寸
法
や
銘
文
、

及
び
銘
文
の
字
体

細
部
に
至
る
ま

で
、
こ
と
ご
と
く

上
述
し
た
『
王
朝
』

所
収
の
「
先
爵
」

に
き
わ
め
て
近
似

し
た
特
徴
を
そ
な

え
て
い
る
（
図

7
）。
こ
の
こ
と

図 6

図 7
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は
、
こ
れ
ら
両
爵
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
同
一
の
製
作
単
位
に
お
い
て
鋳
造
さ
れ
た

器
物
で
あ
り
、
も
と
一
揃
の
青
銅
礼
器
を
構
成
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
も
し
こ
の
推
論
が
正
し
い
な
ら
、
本
爵
も
ま
た
『
王
朝
』
所
収

の
三
器
と
と
も
に
同
一
の
墓
か
ら
同
時
に
盗
掘
さ
れ
た
器
物
で
あ
る
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。

⑶　

保
利
藝
術
博
物
館
所
蔵
の
先
方
彝
と
先

北
京
の
保
利
藝
術
博
物
館
に
は
二
点
の
「
先
」
字
銘
を
も
つ
青
銅
器
（
方
彝
と

）
が
展
示
さ
れ
て
い
る
（
図
8
）。

こ
れ
ら
の
青
銅
器
が
同
館
に
収
蔵
さ
れ
た
具
体
的
な
日
時
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

少
な
く
と
も
二
〇
〇
八
年
に
筆
者
が
参
観
し
た
際
に
は
未
だ
展
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

該
館
が
二
〇
〇
二
年
以

前
に
刊
行
し
た
『
保
利

蔵
金
』『
保
利
蔵
金
続

集
』『
保
利
藝
術
博
物

館
・
輝
煌
璀
璨
』
等
の

蔵
品
図
録
に
も
収
録
さ

れ
て
い
な
い（

23
）。

従
っ

て
、こ
の
二
点
の
「
先
」

銘
青
銅
器
は
早
く
と
も

二
〇
〇
二
年
以
降
、
お

そ
ら
く
は
こ
こ
数
年
以

内
に
該
館
に
収
蔵
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
二
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
の
器
影
と
銘
文
を
収
録

す
る
の
は
二
〇
〇
九
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
通
鑑
』
と
『
図
像
集
成
』
の
み
で

あ
り
、
そ
れ
以
外
に
著
録
さ
れ
た
形
跡
は
な
い（

24
）。

以
下
に
お
い
て
は
、
筆
者
が

展
示
室
に
お
い
て
撮
影
し
た
写
真
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
二
器
の
器
形
、
紋
様
、

銘
文
の
諸
特
徴
を
観
察
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
（
図
8
）。

（
a
）　

先
方
彝

こ
の
方
彝
は
、
通
高
約
一
八
㎝
（
目
測
）、
器
身
は
長
方
形
、
器
蓋
は
四
阿
形

を
呈
し
、
四
阿
の
棱
線
は
や
や
内
弯
す
る
。

器
身
、
器
蓋
と
も
正
面
に
雷
紋
を
地
紋
と

す
る
獣
面
紋
を
飾
り
、
器
身
上
部
と
圏
足

に
雷
紋
を
地
紋
と
す
る

龍
紋
を
飾
る（
図

8
―
1
）。
こ
の
型
式
の
方
彝
は
岳
氏
分
類

の
「
A
Ⅰ
式
方
彝
」
に
相
当
し
、
こ
れ
ま

で
の
出
土
例
を
見
る
限
り
、
殷
墟
二
期
晩

段
に
の
み
集
中
的
に
出
現
す
る
（
図
9

参
照（

25
））。

（
b
）　

先

こ
の

は
、
通
高
約
四
〇
㎝
（
目
測
）

と
大
型
で
、
口
部
の
平
面
形
状
は
正
円
形

を
呈
す
る
。
口
縁
部
は
緩
や
か
に
外
反
し

て
ラ
ッ
パ
状
に
開
き
、
桶
帽
状
の
柱
が
口

縁
両
端
に
双
立
す
る
。
頸
部
に
は
三
角
蕉

葉
紋
を
飾
り
、
器
身
は
平
底
で
獣
面
紋
を

図 8

図 9
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一
八

飾
る
（
図
8
―
2
）。
器
身

を
支
え
る
三
足
は
や
や
外
反

し
、
雷
紋
を
地
紋
と
す
る

龍
紋
を
飾
る
。
器
側
に
は
薄

手
で
素
紋
の

が
付
く
（
図

8
―
2
）。
こ
の
型
式
の

は
岳
氏
分
類
の
「
Ａ
ａ
Ⅳ
式

」
に
相
当
し
、
そ
の
年
代

は
殷
墟
二
期
晩
段
頃
と
考
え

ら
れ
る
（
図
10（

26
））。

⑷　

玫
茵
堂
収
蔵
「
先
」
銘
青
銅
器

王
濤Chinese Bronzes from

 the M
eiyintang Collection

玫
茵
堂
所
蔵
中
国

青
銅
器
（
以
下
『
玫
茵
堂
』）
及
び
二
〇
一
三
年
に
ギ
メ
美
術
館
で
行
な
わ
れ
た

展
覧
会
図
録Trésors de la Chine A
ncient-Bronzes Rituels de la Collection 

M
eiyintang

（
以
下
『
ギ
メ
』）
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点
の
新
出
「
先
」
銘
青
銅

器
が
収
録
さ
れ
て
い
る
（
扁
足
方
鼎
と
方
罍（

27
））。

（
a
）　

先
扁
足
方
鼎

こ
の
方
鼎
は
通
高
三
三
・
四
㎝
、
口
径
二
二
・
四
㎝
と
き
わ
め
て
大
型
で
、
器

口
は
正
方
形
を
呈
し
、
口
縁
上
に
は
一
対
の
立
耳
が
正
対
す
る
。
器
身
は
浅
く
、

底
部
は
浅
い
半
球
状
を
呈
し
、
こ
れ
を
四
つ
の
龍
形
扁
足
が
支
え
て
い
る
。
器
身

外
側
に
は
陰
線
で
獣
面
紋
が
施
さ
れ
、器
身
内
底
に
は
「
先
」
の
鋳
銘
が
あ
る
（
図

11（
28
））。

こ
の
方
鼎
の
器
影
と
銘
文
は
二
〇
〇
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
玫
茵
堂
』
一

書
中
に
は
じ
め
て
出
現
し
、
そ
れ
以
前
に
著
録
さ
れ
た
形
跡
は
な
い（

29
）。

本
方
鼎

は
一
見
す
る
と
亞
醜
銘
方
鼎（

30
）や

大
保
銘
方
鼎（

31
）、

乍
宝
彝
銘
方
鼎（

32
）、

及
び
山
東
青

州
蘇
埠
屯
八
号
墓
出
土
の
冊
融
銘
方
鼎
（
Ｍ
８
：
15
）
等（

33
）、

商
末
周
初
期
に
盛

行
し
た
一
連
の
扁
足
四
足
方
鼎
と
そ
の
器
形
が
近
似
し
て
い
る
か
に
見
え
る
（
図

12
―
1
〜
4
）。
し
か
し
、
器
形
・
紋
様
の
細
部
に
つ
い
て
更
に
詳
し
く
観
察
し

て
み
る
と
、
扁
足
の
形
態
や
紋
様
の
風
格
・
構
成
に
明
ら
か
な
違
い
が
見
ら
れ
、

寸
法
に
お
い
て
も
器
高
に
し
て
一
〇
㎝
以
上
と
い
う
大
き
な
開
き
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
方
鼎
と
図
12
に
掲
げ
た
商
末
周
初
期
の
扁
足
方
鼎
と
の
間
に
は
一

図 10

図 11

図 12
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定
の
年
代
差
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
こ
と
に
本
方
鼎
は
類
例
に
乏

し
く
、
現
時
点
に
お
い
て
は
そ
の
確
実
な
年
代
を
知
る
こ
と
が
難
し
い
が
、
扁
足

の
形
態
や
獣
面
紋
の
特
徴
、
そ
し
て
「
先
」
字
の
鋳
銘
の
存
在
を
考
慮
す
る
と
、

図
12
に
示
し
た
諸
器
よ
り
は
や
や
早
い
時
期
、
お
そ
ら
く
は
殷
墟
二
期
頃
に
属
す

る
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

34
）。

（
b
）　

先
方
罍

二
〇
一
三
年
春
、
ギ
メ
美
術
館
で
玫
茵
堂
収
蔵
中
国
古
代
青
銅
器
の
特
別
展
覧

会
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
展
覧
で
は
百
点
以
上
の
先
秦
青
銅
器
が
出
展
さ
れ
、
そ
の

中
に
一
点
の
「
先
」
銘
を
も
つ
方
罍
が
含
ま
れ
て
い
た
（
図
13
）。
こ
の
方
罍
の
器

影
は
『
玫
茵
堂
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
（
第
五
三
器
）、
銘
文
は
本
図
録
に
お

い
て
は
じ
め
て
公
表
さ
れ
た（

35
）。

本
方
罍
は
通
蓋
高
四
四
・
五
㎝
、

長
幅
二
六
・
〇
㎝
、
短
幅
二
一
・
〇

㎝
で
、
器
身
は
下
す
ぼ
ま
り
の
直

方
体
で
、肩
部
が
大
き
く
膨
ら
む
。

口
縁
は
直
立
し
、
そ
の
外
周
四
面

に
は
と
も
に

龍
紋
を
飾
る
。
器

身
の
左
右
に
は
獣
面
を
あ
し
ら
っ

た
半
環
状
の
両
耳
が
つ
き
、
こ
の

両
耳
に
隠
れ
る
よ
う
に
し
て
器
壁

外
側
に
そ
れ
ぞ
れ
「
先
」
字
の
鋳

銘
が
あ
る
（
図
13
）。

こ
の
両
耳
と
対
向
す
る
軸
線
上

に
は
牛
首
を
象
っ
た
一
対
の
装
飾
が
見
ら
れ
、
そ
の
両
側
に
は
隆
起
円
渦
紋
が
配

さ
れ
る
。
器
腹
に
は

龍
紋
、
そ
の
下
に
大
き
な
逆
三
角
紋
を
飾
る
。
器
蓋
は
四

阿
状
を
呈
し
、
四
面
に
そ
れ
ぞ
れ
雷
紋
を
地
紋
と
す
る
獣
面
紋
を
飾
る
。
四
阿
の

棱
線
は
な
だ
ら
か
に
膨
ら
み
、
そ
の
形
状
は
保
利
藝
術
博
物
館
蔵
の
先
方
彝
の
蓋

に
き
わ
め
て
近
い
。
こ
の
よ
う
な
方
罍
は
岳
氏
分
類
中
の
「
B
Ⅰ
式
罍
」
に
相
当

し
、
そ
の
年
代
は
殷
墟
二
期
晩
段
頃
と

推
定
さ
れ
る
（
図
14（

36
））。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
方

罍
が
器
形
、
寸
法
、
銘
文
か
ら
紋
様
の

細
部
に
至
る
ま
で
、
橋
北
墓
地
発
見
の

先
方
罍
に
き
わ
め
て
類
似
す
る
と
い

う
点
で
あ
ろ
う
。
橋
北
墓
地
出
土
方
罍

の
蓋
が
欠
損
し
て
い
る
と
い
う
点
を

除
け
ば
、
両
方
罍
は
器
形
、
紋
様
、
銘

文
の
各
要
素
に
つ
い
て
完
全
に
一
致

す
る
（
図
15
）。
従
っ
て
こ
の
二
点
の

方
罍
は
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
一
の
製
作

単
位
に
お
い
て
鋳
造
さ
れ
た
一
揃
い

の
礼
器
セ
ッ
ト
に
属
す
る
一
対
の
器

物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。

図 13

図 14
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（
三
）
綜
合
分
析

以
上
の
検
討
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
に
山
西
省
浮
山
県
橋
北
村
墓
地
で
盗
掘
・
押

収
さ
れ
た
七
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
と
、
二
〇
〇
二
年
以
降
に
お
い
て
相
次
い
で

出
現
し
た
「
先
」
銘
青
銅
器
の
年
代
が
、『
玫
茵
堂
』
所
収
の
扁
足
方
鼎
の
年
代

が
や
や
不
確
実
で
あ
る
こ
と
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
殷
墟
文
化
二
期
晩
段
頃
に
相

当
し
、
し
か
も
そ
の
中
に
は
明
ら
か
に
セ
ッ
ト
関
係
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
器
物

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
図
16（

37
））。

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
稿

は
こ
れ
ら
合
計
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
が
、
橋
北
墓
地
に
お
け
る
同
一
の
墓

か
ら
盗
掘
さ
れ
た
、
も
と
一
揃
い
の
セ
ッ
ト
を
な
し
て
い
た
副
葬
器
物
群
の
一
部

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
す
る
。
こ
の
推
測
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た

め
に
、
以
下
に
お
い
て
は
、
ま
ず
こ
の
一
四
点
の
「
先
」
銘
器
物
の
組
合
せ
と
、

こ
れ
ま
で
に
知
ら
れ
る
殷
墟
二
期
晩
段
墓
出
土
の
青
銅
礼
器
の
組
合
せ
と
の
間
の

比
較
を
行
な
う
。
そ
し
て
そ
の
比
較
結
果
に
基
づ
い
て
、こ
れ
ら
一
四
点
の
「
先
」

銘
青
銅
礼
器
が
橋
北
墓
地
の
い
ず
れ
の
墓
か
ら
出
土
し
た
の
か
、
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
更
に
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
行
な
う
。
最
後
に
、
同
時
代
の
出
土
文
字
資
料

で
あ
る
殷
墟
甲
骨
文
に
出
現
す
る
先
族
に
関
す
る
記
載
を
参
照
し
、
そ
の
整
理
と

釈
読
を
通
し
て
、
商
代
晩
期
に
お
け
る
先
族
の
地
位
や
活
動
状
況
等
に
関
す
る
初

歩
的
な
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
し
た
い
。

図 15

図 16



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

二
一

⑴　

橋
北
出
土
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
の
器
物
組
成

以
上
の
整
理
作
業
に
よ
っ
て
復
元
し
得
た
橋
北
某
墓
か
ら
一
括
出
土
し
た
と
み

ら
れ
る
「
先
」
銘
青
銅
器
の
器
物
組
成
は
、爵
二
点
、觚
七
点
、
一
点
、
一
点
、

方
彝
一
点
、
方
罍
二
点
と
な
る
。
盗
掘
を
う
け
る
以
前
の
段
階
に
お
い
て
は
更
に

多
く
の
器
物
が
存
在
し
た
と
考
え

れ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
確
認
し

得
た
一
四
点
の
器
物
の
み
か
ら
で

も
、
そ
の
数
量
と
器
種
が
き
わ
め

て
豊
富
で
あ
る
こ
と
は
十
分
に
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、

こ
の
中
に
は
提
梁

や
方
彝
、
方

罍
な
ど
、
比
較
的
等
級
の
高
い
墓

か
ら
出
土
す
る
器
種
が
多
く
含
ま

れ
て
お
り
、
そ
の
器
種
組
成
は
殷

墟
五
号
墓
、
殷
墟
一
八
号
墓
、
花

東
五
四
号
墓
な
ど
、
同
時
期
の
殷

墟
高
級
貴
族
墓
に
お
け
る
青
銅
礼

器
の
組
成
状
況
と
基
本
的
に
一
致

す
る
（
表
1
）。
ま
た
器
種
ご
と
の

数
量
構
成
を
見
る
と
、
觚
の
数
量

が
七
点
と
突
出
し
て
お
り
、
爵
に

比
し
て
五
点
も
多
い
こ
と
が
わ
か

る
。
周
知
の
よ
う
に
、
商
代
の
副

葬
礼
器
に
お
い
て
爵
と
觚
は
一
対
を
な
す
と
考
え
ら
れ
、
同
一
墓
か
ら
出
土
す
る

爵
と
觚
の
数
量
も
基
本
的
に
一
致
す
る
か
、
き
わ
め
て
接
近
す
る
場
合
が
多
い（

38
）。

こ
の
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
、
該
墓
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
爵
も
、
本
来
は
觚
と
同

じ
く
七
点
ま
た
は
そ
れ
以
上
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る（

39
）。

こ
の

時
期
の
墓
で
七
対
以
上
の
觚
・
爵
を
出
土
す
る
事
例
は
き
わ
め
て
稀
で
、
現
時
点

で
は
殷
墟
五
号
墓
と
花
東
五
四
号
墓
の
二
例
に
限
ら
れ
、
そ
の
墓
室
面
積
は
い
ず

れ
も
一
〇
㎡
を
超
え
る
（
表
1 （

40
））。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
も
、
墓
室
面
積
一
〇
㎡

を
超
え
る
大
型
の
墓
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き
る
。

⑵　

一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
の
出
土
地
点

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
は
、
橋
北
墓
地
の
い
ず
れ
の

墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
発
掘
報
告
に
よ
れ
ば
該
墓
地
か
ら
は
こ

れ
ま
で
に
三
一
基
の
商
代
墓
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
五
基
は
墓
道
を
伴

な
う
大
型
墓
で
、
そ
れ
以
外
は
み
な
墓
室
面
積
が
三
㎡
か
ら
七
㎡
の
中
小
型
墓
で

あ
っ
た（

41
）。

こ
こ
で
も
し
前
節
で
行
な
っ
た
出
土
器
物
の
組
成
と
数
量
に
対
す
る

検
討
を
考
慮
す
る
な
ら
、
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
を
出
土
し
た
墓
は
、
こ
れ

ら
五
基
の
大
型
墓
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
五
基
の

大
型
墓
（
Ｍ
１
、
Ｍ
８
、
Ｍ
９
、
Ｍ
18
、
Ｍ
28
）
は
、
い
ず
れ
も
墓
室
南
側
に
一

本
の
長
い
傾
斜
状
の
墓
道
を
も
つ
い
わ
ゆ
る
「
甲
字
形
墓
」
で
あ
る
。
墓
道
の
長

さ
は
一
定
で
は
な
く
、
Ｍ
１
（
二
五
m
）
と
Ｍ
18
（
二
三
m
）
は
と
も
に
二
〇
m

を
超
え
、
そ
れ
以
外
の
三
墓
は
い
ず
れ
も
一
五
m
か
ら
一
二
m
ほ
ど
で
あ
る
（
附

図
二
）。
各
墓
の
相
対
年
代
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
９
の
墓
道
が
Ｍ
８
を
切
っ
て
い
る

表 1



先
族
銅
器
群
初
探

二
二

こ
と
が
確
認
で
き
る
以
外
、地
層
関
係
に
よ
る
明
確
な
先
後
関
係
は
知
り
え
な
い
。

ま
た
残
念
な
こ
と
に
、
こ
れ
ら
の
墓
は
す
べ
て
盗
掘
の
被
害
を
受
け
て
お
り
、
墓

室
内
か
ら
は
年
代
の
根
拠
と
な
る
遺
物
が
ほ
と
ん
ど
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。た
だ
、

Ｍ
１
と
Ｍ
18
の
墓
道
か
ら
は
良
好
な
状
態
の
車
馬
が
一
輌
ず
つ
出
土
し
て
お
り
、

車
廂
部
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
弓
形
器
を
は
じ
め
と
す
る
青
銅
製
遺
物
が
検
出
さ
れ
て

い
る（

42
）。

弓
形
器
の
器
制
を
型
式
学
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、Ｍ
１
出
土
の
標
本（
Ｍ

１
：
17
）
は
、
器
高
が
低
く
扁
平
で
、
弓
臂
部
の
弯
曲
が
き
わ
め
て
浅
い
こ
と
か

ら
、

向
平
の
型
式
分
類
に
言
う
と
こ
ろ
の
「
甲
A
Ⅱ
式
」
に
相
当
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
（
附
図
三（

43
））。

こ
の
型
式
の
弓
形
器
は
殷
墟
五
号
墓
か
ら
の

出
土
が
知
ら
れ
て
お
り
（
Ｍ
５
：
１
１
２
２
、
Ｍ
５
：
77（

44
））、

そ
の
流
行
年
代
は

殷
墟
二
期
前
半
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｍ
18
出
土
の
弓
形
器
（
Ｍ
18
：
2
）
は
、

Ｍ
１
出
土
の
標
本
に
比
べ
て
器
高
が
や
や
高
く
、
両
端
の
鈴
首
部
が
弓
身
底
部
の

基
線
を
超
え
て
外
伸
す
る
。
こ
の
よ
う
な
型
式
の
弓
形
器
は
、
花
東
五
四
号
墓
や

大
司
空
村
東
南
六
六
三
号
墓
、
文
源
緑
島
五
号
墓
か
ら
も
出
土
し
て
お
り
、
そ
の

年
代
は
お
よ
そ
殷
墟
二
期
晩
段
頃
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
附
図
三（

45
））。

殷
墟
五
号
墓
と
花
東
五
四
号
墓
は
と
も
に
殷
墟
二
期
晩
段
に
属
す
る
が
、
五
号
墓

の
ほ
う
が
年
代
的
に
や
や
先
行
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら（

46
）、

橋
北
Ｍ
１
と
Ｍ
18

出
土
の
弓
形
器
の
年
代
は
、
と
も
に
殷
墟
二
期
に
属
し
な
が
ら
も
、
Ｍ
１
出
土
標

本
の
ほ
う
が
Ｍ
18
出
土
標
本
よ
り
も
や
や
早
い
時
期
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
墓
の
規
模
に
つ
い
て
、
主
に
墓
室
面
積
を
基
準
と
し
て
比
較
を
行
な
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。
附
図
二
に
示
し
た
如
く
、
橋
北
墓
地
の
五
基
の
大
型
墓
の

う
ち
、
墓
室
面
積
が
最
も
広
い
の
は
Ｍ
１
（
二
三
・
六
㎡
）
で
、
そ
の
面
積
は
殷

墟
五
号
墓
や
大
司
空
村
東
南
三
三
一
号
墓
に
匹
敵
す
る
。
こ
れ
に
次
い
で
広
い
の

が
Ｍ
18
（
一
四
・
七
㎡
）
で
、
こ
れ
は
花
東
五
四
号
墓
や
郭
家
荘
一
六
〇
号
墓
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
あ
る
。
Ｍ
８
、
Ｍ
９
、
Ｍ
28
の
各
墓
は
比
較
的
小
さ
く
、
郭
家

荘
東
南
五
六
号
墓
や
大
司
空
村
東
南
六
六
三
号
墓
等
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
と
い
え
る

（
表
1 （

47
））。

前
述
の
よ
う
に
橋
北
墓
地
出
土
の
一
四
器
は
、
個
々
の
器
物
特
徴
お
よ
び
器
物

組
成
が
殷
墟
五
号
墓
や
花
東
五
四
号
墓
出
土
の
器
物
群
に
き
わ
め
て
近
く
、
觚
の

数
量
に
関
し
て
言
え
ば
花
東
五
四
号
墓
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
橋

北
墓
地
に
お
い
て
こ
れ
ら
両
墓
に
匹
敵
す
る
規
模
を
有
す
る
も
の
は
Ｍ
１
と
Ｍ
18

に
限
ら
れ
る
か
ら
、
も
し
以
上
の
推
定
に
誤
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
一
四
点
の
青

銅
器
を
出
土
し
た
墓
は
Ｍ
１
か
Ｍ
18
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
に

な
る
。

商
代
の
大
型
墓
の
中
で
墓
室
の
前
方
に
単
墓
道
を
伴
な
う
い
わ
ゆ
る
甲
字
形
墓

は
こ
れ
ま
で
に
三
〇
例
ほ
ど
報
告
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
墓
室
面
積
は
い
ず
れ

も
二
〇
㎡
を
超
え
る
。
墓
中
の
副
葬
品
は
一
般
に
き
わ
め
て
豊
富
で
、
殉
葬
も
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
葬
者
は
高
位
の
貴
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う

し
た
単
墓
道
の
大
型
墓
は
そ
の
大
多
数
が
安
陽
殷
墟
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
て
い
る

が
、
例
外
的
に
山
東
省
の
青
州
蘇
埠
屯
や
滕
州
前
掌
大
、
河
南
省
の
羅
山
天
湖
等

の
商
代
墓
地
遺
跡
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
安
陽
殷
墟
遺
跡
以
外
か

ら
発
見
さ
れ
た
墓
道
付
き
の
大
型
墓
は
、一
般
に
商
代
晩
期
の
い
わ
ゆ
る
「
方
国
」

貴
族
た
ち
の
墓
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
橋
北
墓
地
発
見
の
大
型
墓
も
、
そ
う
し
た

性
質
の
墓
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る（

48
）。



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

二
三

（
三
）
既
存
著
録
中
に
見
ら
れ
る
「
先
」
銘
青
銅
器
に
つ
い
て

以
上
の
一
四
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
が
出
現
す
る
以
前
の
段
階
で
、
す
で
に
知

ら
れ
て
い
た
「
先
」
銘
青
銅
器
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
関
連
す
る
資
料
集
成
、
著

録
目
録
な
ど
に
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
以
下
の
三
点
の
み
で
あ
る（

49
）。

　

⑴　

  

先
鼎（『
集
成
』一
〇
三
〇
）、通
高
二
〇・三
㎝（
図
17
―
1
）。
器
影
は『
綜

覧
』鼎
六
八（
図
18
―
１
ａ
）及
び『
巌
窟
』上
六（
図
18
―
１
ｂ
）所
収（

50
）。

　

⑵　

先
壺
（『
集
成
』
九
四
五
八
）、
器
影
な
し
（
図
17
―
2
）。

　

⑶　

  

先
弓 

形
器
（『
集
成
』
一
一
八
六
六
）、
北
京
故
宮
博
物
院
蔵
。
器
影
な

し
（
図
17
―
3
）。

こ
れ
ら
の
青

銅
器
は
す
べ
て

伝
世
品
で
あ

り
、先
鼎
が「
安

陽
出
土
」
と
言

い
伝
え
ら
れ
る

以
外
、
出
土
状

況
の
詳
細
は
明

ら
か
で
な
い（

51
）。

銘
文
は
い
ず
れ

も
「
先
」
と
釈

読
す
る
こ
と
が

で
き
、
そ
の
字

形
は
「
止
」
と
「
人
」
と
に
従
い
、
書
体
の
特
徴
も
上
述
一
四
点
青
銅
器
銘
文
に

見
ら
れ
る
「
先
」
字
と
よ
く
一
致
す
る
。
残
念
な
が
ら
先
鼎
以
外
の
二
器
に
関
し

て
は
器
影
を
知
り
え
な
い
が
、
先
鼎
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
二
種
類
の
異
な

る
角
度
か
ら
撮
影
さ
れ
た
器
影
写
真
が
公
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
器
形
紋
様
の
詳

細
な
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
図
18
―
1
に
示
し
た
如
く
、こ
の
鼎
は
器
腹
が
深
く
、

口
縁
部
に
両
耳
が
立
ち
、
三
足
は
円
柱
状
を
呈
す
。
器
腹
外
側
に
は
菱
形
雷
紋
を

飾
り
、
個
々
の
雷
紋
の
中
心
部
に
は
小
さ
い
円
圏
紋
を
点
ず
る
。
口
縁
下
部
に
は

雷
紋
を
地
紋
と
す
る

紋
を
飾
る
。
こ
の
型
式
の
鼎
は
、岳
氏
分
類
に
お
け
る「
Ａ

ｂ
Ⅱ
式
鼎
」
に
相
当
し
、
殷
墟
五
号
墓
か
ら
も
類
例
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら

（
図
18
―
2
）、
そ
の
年
代
は
殷
墟
二
期
晩
段
頃
と
考
え
て
よ
い（

52
）。

な
お
本
鼎
の

出
土
地
に
つ
い
て
は
上
述
の
よ
う
に
「
一
九
四
三
年
安
陽
出
土
」
と
い
う
伝
承
が

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
具
体
的
な
記
述
や
根
拠
が
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の

信
憑
性
に
は
一
定
の
留
保
が
必
要
で
あ
る（

53
）。

も
ち
ろ
ん
安
陽
殷
墟
か
ら
出
土
し

た
可
能
性
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
も
し
近
年
山
西
省
浮
山
県
橋
北
墓
地
に
お

い
て
多
数
の
「
先
」
銘
青
銅
器
が
出
土
し
て
い
る
事
実
を
考
慮
す
る
な
ら
、
本
鼎

が
比
較
的
早
い
時
期
に
橋
北
墓
地
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
も
ま
た
排
除
し
き
れ
な

い
。

（
四
）
殷
墟
卜
辞
中
の
「
先
」
族

以
上
に
見
て
き
た
よ
う
な
青
銅
器
銘
文
資
料
以
外
に
も
、
商
代
の
先
族
に
関
す

る
記
載
は
、
同
時
代
の
出
土
文
字
資
料
で
あ
る
殷
墟
甲
骨
文
の
中
に
も
見
出
す
こ

と
が
で
き
る
。
殷
墟
卜
辞
中
に
出
現
す
る
「
先
」
字
に
関
し
て
は
、
羅
琨
の
先
駆

的
な
研
究
が
あ
る（

54
）。

羅
氏
の
研
究
か
ら
、
卜
辞
中
に
出
現
す
る
「
先
」
字
は
「
先

図 17

図 18



先
族
銅
器
群
初
探

二
四

後
」「
前
導
」
等
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
場
合
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

れ
以
外
に
も
少
数
で
は
あ
る
が
人
名
、
国
族
名
等
の
固
有
名
詞
と
し
て
の
用
法
が

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
は
、そ
う
し
た
固
有
名
詞（
お

そ
ら
く
は
人
名
ま
た
は
国
族
名
）
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
卜
辞
例
を

捜
集
し
、
字
体
特
徴
に
基
づ
く
年
代
順
序
に
従
っ
て
列
挙
し
て
み
た
い（

55
）。

⑴
…
…
子
商
弗
其
獲
先
。【
賓
一
類
】

《
合
》
六
八
三
四
+
八
一
五
+
一
六
一
二
五

⑵
…
…
先
得
…
…
【
過
渡
②
】 

《
合
》
一
一
〇
〇
六

⑶
…
…
先
獲
羌
。
【
過
渡
②
】 

《
合
》
二
〇
七

⑷
我
二
十
。
先
。
【
過
渡
②
】 

《
合
》
一
七
六
四
四

⑸
今
十
一
月
先
不
其
得
。【
典
型
典
賓
】 

《
合
》
八
九
一
四

⑹
…
…
乎
先
…
…
。【
典
型
典
賓
】 

《
合
》
四
五
七
八

⑺
…
…
令
先
…
…
。【
賓
三
】 
《
合
》
四
五
七
五

⑻
戊
午
卜
，
賓
…
…
令
先

羨
王
，
十
三
月
。【
賓
三
】 
《
合
》
四
五
七
四

⑼
先
獻
乞
自
…
… 

。【
賓
三
】 

《
合
》
九
四
二
七

⑽
…
…
乎
先
取
僕
。
…
…
令
先
取
僕
。【
賓
三
】 

《
合
》
五
五
七

以
上
の
卜
辞
例
を
見
て
ま
ず
指
摘
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
一
〇
例
の
す
べ
て
が
殷

墟
甲
骨
文
第
一
期
の
い
わ
ゆ
る
「
賓
組
」
に
分
類
さ
れ
る
資
料
で
あ
り
、
そ
れ
以

外
の
年
代
・
類
別
に
属
す
る
も
の
が
一
つ
も
見
ら
れ
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る（

56
）。

賓
組
甲
骨
文
は
そ
の
字
体
上
の
特
徴
に
基
づ
い
て
、年
代
順
に
「
師
賓
間
組
」「
賓

組
一
類
」「
典
型
賓
組
」「
賓
組
三
類
」
の
四
つ
の
下
位
類
型
に
細
分
さ
れ
、
更
に

そ
れ
ぞ
れ
の
下
位
類
型
の
中
間
に
は
、「
過
渡
①
類
」「
過
渡
②
類
」「
過
渡
③
類
」

と
い
う
過
渡
的
な
字
体
類
型
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る（

57
）。

こ
の
よ
う
な
賓
組

甲
骨
文
内
部
に
お
け
る
更
に
厳
密
な
編
年
基
準
に
も
と
づ
い
て
上
掲
一
〇
例
の
甲

骨
卜
辞
の
字
体
特
徴
を
観
察
し
て
み
る
と
、
⑴
は
賓
組
一
類
、
⑵
⑶
⑷
は
過
渡
②

類
、
⑸
⑹
の
二
例
は
そ
れ
ぞ
れ
典
型
賓
組
、
⑺
⑻
⑼
⑽
は
と
も
に
賓
三
類
に
分
類

し
う
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
に
お
い
て
は
各
卜

辞
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
更
に
細
か
く
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

辞
例
⑴
に
お
い
て
は
、
先
族
が
商
王
朝
に
よ
る
征
伐
の
対
象
と
し
て
出
現
し
て

お
り
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
先
族
と
商
王
朝
が
敵
対
す
る
関
係
に
あ
り
、
軍
事

的
な
衝
突
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
卜
辞
に
つ
い
て
羅
氏

は
、「
文
例
か
ら
み
て
『
先
』
は
お
そ
ら
く
人
名
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
同
時
期

の
卜
辞
に
は
、
こ
れ
以
外
に
王
朝
と
先
族
と
の
間
に
軍
事
衝
突
が
発
生
し
た
こ
と

を
物
語
る
事
例
が
な
く
、
ま
た
同
版
卜
辞
中
に
は
『
缶
』
と
の
争
い
に
勝
利
す
る

か
否
か
を
占
っ
た
一
連
の
卜
辞
が
見
ら
れ
、
子
商
が
『
基
方
缶
』
征
伐
の
指
揮
将

軍
と
し
て
出
現
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
卜
辞
に
見
ら
れ
る
『
先
』
は
人
名
で
は
な

く
、
敵
軍
の
先
駆
隊
の
意
に
解
す
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う（

58
）」

と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、こ
の
卜
辞
と
同
版
上
に
刻
ま
れ
た
卜
辞
に
お
い
て
は
、「
伐
」「
殺
」「
獲
」

等
の
行
為
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
不
」「
缶
」「

」
等
は
す
べ
て
み
な
国
族
名

と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ひ
と
り
「
先
」
の
み
を
「
先
駆
隊
」
の
意
と

見
な
す
の
は
、
や
は
り
適
切
な
解
釈
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
年
代
的
な
順
序
か
ら

み
て
も
、
先
族
と
商
朝
と
の
間
に
お
け
る
軍
事
衝
突
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
事
例

は
、
上
掲
一
〇
例
の
卜
辞
の
中
で
年
代
の
最
も
早
い
「
賓
組
一
類
」
の
み
に
出
現

し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
の
記
録
で
あ
る
残
り
の
九
例
中
に
は
二
度
と
双
方
の
敵
対

関
係
を
示
す
よ
う
な
記
載
は
現
れ
な
い
。
羅
氏
の
研
究
に
お
い
て
は
、
賓
組
内
部

に
お
け
る
更
に
厳
密
な
年
代
的
前
後
関
係
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
同
一
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五

時
期
に
お
い
て
先
族
の
商
朝
に
対
す
る
態
度
が
一
貫
し
な
い
と
い
う
矛
盾
し
た
事

態
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
矛
盾
を
回
避
す
る
た
め
に
「
先
」

を
「
先
駆
隊
」
の
意
と
す
る
苦
し
い
解
釈
を
採
用
す
る
に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
も
し
上
掲
の
一
〇
例
の
卜
辞
を
字
体
特
徴
に
基
づ
い
て
年
代
順
に
整
理

す
る
な
ら
ば
、
先
族
と
商
朝
と
の
関
係
の
推
移
は
、
敵
対
か
ら
征
伐
を
経
て
帰
順

へ
と
い
う
、む
し
ろ
き
わ
め
て
自
然
で
理
解
し
や
す
い
図
式
に
整
理
で
き
る
。従
っ

て
辞
例
⑴
に
見
ら
れ
る
「
先
」
は
、
や
は
り
国
族
名
に
解
す
る
の
が
適
切
で
あ
ろ

う
。
辞
例
⑵
⑶
⑷
の
各
卜
辞
は
い
ず
れ
も
過
渡
②
類
に
属
し
、
そ
の
年
代
は
辞
例

⑴
よ
り
や
や
遅
れ
る
。
そ
の
記
載
内
容
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
先
族
が
す
で
に
商
朝

に
帰
順
し
、
王
令
を
奉
じ
て
王
朝
の
主
催
す
る
軍
事
活
動
に
従
事
し
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。

辞
例
⑸
か
ら
⑽
の
年
代
は
、
辞
例
⑵
⑶
⑷
よ
り
も
更
に
遅
れ
る
。
こ
の
時
期
の

卜
辞
に
お
い
て
、
先
族
の
代
表
人
物
は
商
王
か
ら
頻
繁
に
使
役
さ
れ
る
立
場
で
登

場
し
、
王
と
の
関
係
も
比
較
的
親
密
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の

時
期
の
先
族
は
す
で
に
商
王
朝
と
の
間
に
良
好
な
関
係
を
構
築
し
、
そ
の
王
廷
に

お
い
て
も
確
固
た
る
地
位
を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
な
殷
墟
甲
骨
文
の
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
認
識
と
、
前
述
の
一
四
点

の
「
先
」
銘
青
銅
器
に
対
す
る
考
古
学
的
、
型
式
学
的
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

と
を
綜
合
す
る
な
ら
、
商
代
晩
期
に
お
け
る
先
族
の
具
体
的
な
様
相
は
、
お
よ
そ

以
下
の
よ
う
に
概
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

①　

橋
北
墓
地
の
地
理
的
環
境
、
及
び
大
型
墓
の
下
葬
年
代
と
そ
の
数
な
ど
か

ら
、
山
西
臨
汾
地
域
に
お
い
て
は
、
商
代
晩
期
の
殷
墟
二
期
（
甲
骨
文
第
一
期
、

武
丁
期
に
相
当
）
か
ら
商
末
に
か
け
て
、「
先
」
と
呼
ば
れ
る
氏
族
が
比
較
的
安

定
し
た
統
治
権
力
を
確
立
し
て
い
た（

59
）。

②　

武
丁
前
半
期
に
お
い
て
は
、
先
族
と
商
王
朝
と
の
間
に
軍
事
的
な
衝
突
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
武
丁
晩
期
に
至
っ
て
先
族
は
商
王
朝
に
帰
順

し
、
商
王
の
臣
下
と
し
て
た
び
た
び
王
朝
の
主
催
す
る
各
種
の
活
動
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
先
族
は
商
王
の
信
頼
を
勝
ち
と
り
、
そ
の
王
廷
に

お
け
る
地
位
も
着
実
に
上
昇
し
、
武
丁
の
治
世
の
終
わ
り
頃
に
は
、
花
東
五
四
号

墓
の
墓
主
の
「
亞
長
」
に
も
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
勢
力
を
築
き
上
げ
た
。

③　

と
こ
ろ
が
、
武
丁
が
没
し
て
次
王
の
治
世
と
な
る
頃
に
は
、
先
族
に
関
す

る
記
載
が
甲
骨
文
や
金
文
等
の
同
時
代
の
文
字
資
料
中
か
ら
完
全
に
見
ら
れ
な
く

な
り
、
そ
れ
以
後
商
王
朝
の
滅
亡
に
至
る
ま
で
、
二
度
と
出
現
す
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
、
武
丁
の
死
後
、
先
族
の
商
王
朝
内
部
に
お
け
る
地
位
が
急

速
に
衰
え
て
い
っ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
追
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
四
年
七
月
に
中
華
書
局
（
香
港
）
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
饒
宗

頤
国
学
院
院
刊
』
創
刊
号
所
収
の
拙
稿
「
先
族
銅
器
群
初
探
」（
一
九
七
―

二
二
三
頁
）
に
補
筆
・
訂
正
し
邦
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
訳
稿
を
脱
稿
後
、

Sotheby's London

（
二
〇
〇
二
年
一
一
月
一
三
日
）
第
三
二
図
に
、一
点
の
「
先
」

銘
を
も
つ
と
み
ら
れ
る
青
銅
爵
の
器
影
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ

た
。
こ
の
爵
は
器
高
二
四
・
八
㎝
、器
形
、紋
様
構
成
と
も
に
『
王
朝
』
お
よ
び
『
東

波
斎
』
所
収
の
爵
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
し
、図
版
写
真
の
観
察
か
ら
、
下
に
「
先
」

と
み
ら
れ
る
一
字
の
銘
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
補
図
1
）。
こ
の
器
影
写

真
は
、『
新
収
殷
周
青
銅
器
銘
文
暨
器
影
彙
編（

60
）』（

編
号
：
一
九
三
一
）
に
も
再
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録
さ
れ
る
が
、
該
書
で
は
銘
文
字
形
を
「

」
の
よ
う
に
推
定
し
、
釈
文
は
付
し

て
い
な
い
。
残
念
な
が
ら
図
版
写
真
か
ら
は
字
形
の
全
体
を
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
字
形
右
半
部
の
筆
画
構
造
か
ら
み
て
、
ま
た
器
物
自
体
の
特
徴
が
上
述
の

二
点
の
「
先
」
銘
爵
と
ほ
ぼ
完
全
に
一
致
す
る
事
実
、
及
び
本
爵
の
出
現
時
期
か

ら
推
し
て
、
こ
れ
が
「
先
」
字
で
あ
る
可
能
性
は
き
わ
め
て
高
い
。

こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
たDeydier

編Chinese Bronzes from
 

the M
eiyintang Collection Vol.1, A

nnexe

（
以
下
『
玫
茵
堂
（
補
）』）
及
び
同

氏
編 Chinese Bronzes from

 the M
eiyintang Collection Vol.2

（
以
下
『
玫
茵

堂
二
』）
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
一
点
の
未
著
録
「
先
」
銘
青
銅
器
が
収
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

『
玫
茵
堂
（
補
）』（
六
四
頁
、
第
三
七
器
）
に
収
録
さ
れ
る
の
は
一
点
の
扁
壺

で
あ
る
（
補
図
2
）。
器
高
は
三
六
・
三
㎝
を
測
り
、器
内
壁
に
一
字
の
銘
が
あ
る
。

図
録
解
説
は
「
光
」
と
釈
読
す
る
が
、
字
形
か
ら
見
て
明
ら
か
に
「
先
」
字
で
あ

る
。
器
口
は
大
き
く
開
い
て
そ
の
断
面
は
楕
円
形
を
呈
す
る
。
口
縁
か
ら
頸
部
に

か
け
て
は
く
び
れ
が
な
く
、
器
腹
は
な
だ
ら
か
に
膨
ら
ん
で
や
や
下
垂
す
る
。
頸

部
に
は
獣
面
紋
を
あ
し
ら
っ
た
紋
様
帯
が
一
周
し
、
こ
れ
に
沿
っ
て
一
対
の
貫
耳

が
つ
く
。
紋
様
帯
の
上
部
に
は
三
本
の
凸
線
を
平
行
に
引
き
め
ぐ
ら
せ
て
い
る
。

圏
足
に
は
反
り
が
な
く
、
獣
面
紋
ら
し
き
紋
様
を
飾
る
。

こ
の
よ
う
な
扁
平
な
無
蓋
壺
は
商
代
後
半
期
全
般
に
わ
た
っ
て
広
く
見
ら
れ
る

が
、
本
器
の
器
形
と
獣
面
紋
の
特
徴
は
岳
氏
の
分
類
に
言
う
「
B
型
扁
円
壺
」
に

相
当
し
、
年
代
は
殷
墟
二
期
頃
と
考
え
ら
れ
る（

61
）。

類
品
が
河
北
藁
城
前
西
関
、

河
南
鄭
州
人
民
公
園
、
陝
西
清
澗
解
家
溝
等
、
殷
墟
以
外
の
同
時
期
遺
構
か
ら
も

補図 1

補図 2



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

二
七

出
土
し
て
お
り
、
も
し
本
器
が
山
西
浮
山
橋
北
付
近
か
ら
出
土
し
た
と
し
て
も
不

自
然
で
は
な
い（

62
）。

ま
た
、
銘
文
の
鋳
造
状
態
は
比
較
的
良
好
で
文
字
の
判
読
に

困
難
は
な
い
が
、
字
画
上
半
の
「
止
」
部
と
下
半
の
「
人
」
部
の
方
向
が
通
常
の

「
先
」
字
と
逆
に
な
っ
て
い
る
点
が
、
以
下
に
挙
げ
る
『
玫
茵
堂
二
』
所
収
の
偽

造
と
思
わ
れ
る
方

銘
と
共
通
し
て
お
り
、そ
の
真
偽
に
や
や
不
安
を
抱
か
せ
る
。

た
だ
、
器
物
自
体
に
関
し
て
言
え
ば
、
特
に
疑
う
べ
き
点
は
見
ら
れ
な
い
。

『
玫
茵
堂
二
』
に
収
録
さ
れ
る
の
は
補
図
3
に
示
し
た
方

で
あ
る
（
補
図
3
）。

器
高
三
六
㎝
、
器
の
内
底
と
蓋
に
そ
れ
ぞ
れ
銘
が
あ
り
、
同
書
解
説
は
「
光
」
と

釈
す
る
も
、そ
の
字
形
は
明
ら
か
に
「
先
」
で
あ
る
（
一
一
二
頁
、第
一
七
三
器
）。

こ
の
よ
う
な
蓋
付
き
の
四
足
方

は
殷
墟
二
期
に
集
中
的
に
出
現
し
、
類
例
も
多

く
知
ら
れ
る（

63
）。

た
だ
、
本
方

は
器
形
・
紋
様
の
細
部
特
徴
及
び
鋳
造
技
法
か
ら
み
て
お
よ
そ

真
器
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
特
に
四
足
と
器
体
の
接
合
部
に
分
範
に
よ
る
範
線
が

見
ら
れ
な
い
点
、
及
び
四
足
の
内
側
に
内
刳
り
が
見
ら
れ
な
い
点
は
、
こ
の
方

が
商
代
の
鋳
造
技
術
で
製
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

紋
様
や
扉
棱
の
鋳
造
も
き
わ
め
て
平
板
で
立
体
感
に
乏
し
く
、
同
時
期
の
類
品
と

の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
銘
文
に
関
し
て
も
、
字
口
の
形
状
、
字
画
構
造
、

鋳
造
状
態
、
劣
化
状
態
と
も
に
き
わ
め
て
不
自
然
で
、
も
し
器
物
自
体
に
見
ら
れ

る
疑
点
を
考
え
併
せ
る
な
ら
、
こ
れ
が
偽
造
銘
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る（

64
）。

二
〇
一
二
年
一
一
月
一
日
初
稿
。

二
〇
一
四
年
一
月
三
〇
日
修
訂
。

二
〇
一
五
年
二
月
二
〇
日
翻
訳
、
補
筆
訂
正
、
追
記
。

注（
1
）
橋
北
考
古
隊
「
山
西
浮
山
橋
北
村
商
周
墓
地
」（『
古
代
文
明
』
第
五
巻
、
文
物
出

版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

（
2
）「
山
西
臨
汾
破
獲
文
物
案
繳
獲
商
晚
期
先
族
青
銅
器
」（『
中
国
文
物
報
』
二
〇
〇
一

年
六
月
三
日
）。
羅
琨
は
当
初
こ
の
「
先
」
字
を
「

」
と

し
て
「
失
」
と
釈
し
た
が
、

後
に
田
建
文
ら
の
批
判
を
容
れ
て
こ
れ
を
訂
正
し
、「
先
」
と
釈
読
す
る
説
に
従
っ
た
。

羅
琨
「
殷
墟
卜
辞
中
的
『
先
』
与
『
失
』」（『
古
文
字
研
究
』
第
二
六
輯
、
中
華
書
局
、

二
〇
〇
六
年
）、
田
建
文
・
李
俊
峰
「
山
西
橋
北
墓
地
『
先
』
字
銘
文
」（『
古
代
文
明

研
究
通
訊
』
第
三
六
期
、二
〇
〇
八
年
）、羅
琨
「
読
『
山
西
橋
北
墓
地
「
先
」
字
銘
文
』」

（『
古
代
文
明
研
究
通
訊
』
第
三
七
期
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
3
）
国
家
文
物
局
主
編
『
二
〇
〇
四
年
中
国
重
要
考
古
発
現
』（
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
五
年
）
六
一
―
六
四
頁
参
照
。
な
お
、
殷
墟
青
銅
器
の
分
期
と
編
年
に
関
し
て

は
、
岳
洪
彬
『
殷
墟
青
銅
礼
器
研
究
』（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）

一
二
三
―
一
二
四
、一
七
五
頁
、
及
び
朱
鳳
瀚
『
中
国
青
銅
器
綜
論
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
九
年
、
以
下
『
綜
論
』）
一
〇
〇
八
頁
参
照
。
ま
た
、
本
稿
は
殷
墟
青
銅

補図 3



先
族
銅
器
群
初
探

二
八

器
の
型
式
と
年
代
を
議
論
す
る
際
、
原
則
と
し
て
岳
洪
彬
氏
の
分
類
・
編
年
体
系
を
基

準
に
す
る
。

（
4
）
田
建
文
・
李
俊
峰
は
「
橋
北
墓
地
大
・
中
型
一
四
座
墓
葬
皆
被
盗
、
所
以
出
自
同

一
商
代
墓
葬
的
判
断
有
誤
」（
前
掲
注
2
「
山
西
橋
北
墓
地
『
先
』
字
銘
文
」
参
照
）

と
述
べ
て
、
こ
れ
ら
の
器
物
を
同
一
の
墓
か
ら
の
出
土
品
と
み
る
考
え
に
否
定
的
な
見

方
を
示
す
。
し
か
し
銘
文
や
器
物
の
型
式
と
そ
の
組
合
せ
な
ど
か
ら
み
る
と
、
や
は
り

同
一
墓
か
ら
一
括
出
土
し
た
可
能
性
は
高
く
、
単
に
周
囲
の
多
く
の
墓
も
盗
掘
を
受
け

て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ら
の
器
物
が
同
一
墓
か
ら
出
土
し
た
可
能
性
を
一
概
に

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
型
式
、
寸
法
、
紋
様
、
銘
文
の
諸
要
素
に
お
い

て
完
全
に
一
致
す
る
複
数
の
器
物
が
異
な
る
墓
な
い
し
遺
構
か
ら
出
土
す
る
こ
と
は
き

わ
め
て
稀
で
あ
り
、
確
実
な
事
例
と
し
て
は
、
大
司
空
村
南
二
五
号
墓
と
二
九
号
墓
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
出
土
し
た
四
点
の
青
銅
爵
（
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
安
陽
工
作
隊

「
一
九
八
六
年
大
司
空
村
南
地
的
両
座
殷
墓
」『
考
古
』
一
九
八
九
年
第
七
期
）、
殷
墟

花
園
荘
東
地
五
四
号
墓
出
土
の
「
亞
長
」
銘
銅
鉞
と
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
伝
世
「
亞
長
」

銘
銅
鉞
（
住
友
氏
編
『
泉
屋
清
賞
・
彝
器
部
』
一
九
一
九
年
、
第
一
三
五
図
）、

一
九
九
〇
年
安
陽
郭
家
荘
一
六
〇
号
墓
出
土
の
「
亞

」
鼎
と
伝
世
銅
器
「
亞

」
鼎

（『
殷
周
金
文
集
成
』
〇
一
四
二
四
、
泉
屋
博
古
館
蔵
）
等
が
知
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

泉
屋
蔵
「
亞
長
」
銘
銅
鉞
と
花
東
五
四
号
墓
出
土
の
「
亞
長
」
銘
銅
鉞
と
の
関
係
に
つ

い
て
は
崎
川
隆
「
泉
屋
博
古
館
所
蔵
の
亞
長
銘
銅
鉞
に
つ
い
て
」（『
泉
屋
博
古
館
紀
要
』

第
二
九
巻
）
参
照
。

（
5
）
張
光
裕
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
八
点
以
外
に
も
、
海
外
の
骨
董
市
場
に
お
い
て
こ

れ
ま
で
に
少
な
く
と
も
七
点
の
「
先
」
銘
を
有
す
る
商
代
青
銅
器
（
爵
六
点
と
方

一

点
）
が
出
現
し
て
い
る
と
い
う
（
二
〇
一
二
年
一
一
月
に
香
港
浸
会
大
学
で
行
わ
れ
た

「
吉
金
与
周
代
文
明
」
学
術
論
壇
に
お
け
る
張
氏
の
発
言
に
よ
る
）。
残
念
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
資
料
に
関
し
て
は
、
未
だ
に
確
実
な
情
報
を
得
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
詳

細
に
関
し
て
は
後
考
に
ま
ち
た
い
（
追
記
参
照
）。

（
6
）
難
波
純
子
『
中
国
・
王
朝
の
粋
』（
大
阪
美
術
倶
楽
部
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
7
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
周
金
文
集
成
（
修
訂
増
補
本
）』（
中
華
書
局
、

二
〇
〇
七
年
）。

（
8
）
呉
鎮
烽
『
商
周
青
銅
器
銘
文
暨
図
像
集
成
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）。

（
9
）中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
金
文
工
作
室『
殷
周
金
文
暨
青
銅
器
資
料
庫
』（http//

w
w
w
.1hp.sinica.edu.tw

/~
bronze/

、
二
〇
一
〇
年
〜
）。

（
10
）
呉
鎮
烽
『
商
周
金
文
資
料
通
鑑
（
電
子
版
）』（
陝
西
省
文
物
考
古
研
究
所
、
二
〇
一
二

年
）。

（
11
）
前
掲
注
6
『
王
朝
』
一
六
頁
、
二
〇
頁
、
三
六
頁
参
照
。

（
12
）
前
掲
注
3
の
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
一
六
四
―
一
七
二
頁
参
照
。

（
13
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
八
五
頁
参
照
。

（
14
）
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
墟
婦
好
墓
』（
文
物
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
）、

中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
殷
墟
花
園
荘
東
地
商
代
墓
葬
』（
科
学
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年
）、
安
陽
工
作
隊
「
安
陽
小
屯
村
北
的
両
座
殷
代
墓
」『
考
古
学
報
』

一
九
八
一
年
第
四
期
参
照
。

（
15
）
前
掲
注
14
に
同
じ
。

（
16
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
七
三
―
七
四
頁
参
照
。

（
17
）
そ
の
後
、
該

は
二
〇
〇
七
年
春
に
澳
門
で
行
な
わ
れ
た
「
崇
源
国
際
拍
売
会
」
の

カ
タ
ロ
グ
に
も
収
録
さ
れ
た
が
、
こ
の
カ
タ
ロ
グ
中
に
は
銘
文
に
関
す
る
記
述
が
見
ら

れ
な
い
。「
千
石
蔵
金
（
二
）」『
中
国
古
董
・
崇
源
国
際
二
〇
〇
七
年
春
季
大
型
藝
術

品
拍
売
会
』（
澳
門
崇
源
国
際
拍
売
公
司
、
二
〇
〇
七
年
）
参
照
。

（
18
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
九
四
―
九
五
頁
参
照
。

（
19
）
前
掲
注
14
文
献
及
び
石
璋
如
『
小
屯
（
第
一
本
）
遺
址
的
発
現
与
発
掘
・
丙
編
・
殷

墟
墓
葬
之
一・北
組
墓
葬
』（
国
立
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、一
九
七
〇
年
）
参
照
。

（
20
）《
崇
源
国
際
首
届
大
型
藝
術
品
拍
売
会
·
中
国
古
董
》（
澳
門
崇
源
国
際
拍
売
公
司
、

二
〇
〇
六
年
）
及
び
《
収
蔵
界
》
二
〇
〇
六
年
第
六
期
参
照
。

（
21
）Béguin, G

illes., ed. Collection D
ong Bo Zhai, Chine de Bronze et d'O

r

（Sarran : M
usée du président Jacques Chirac, 2011

）
四
二
―
四
三
頁
参
照
。

（
22
）
劉
雨
、
厳
志
斌
『
近
出
殷
周
金
文
集
録
二
編
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
〇
年
）、
呉

鎮
烽
『
通
鑑
』、
同
『
図
像
集
成
』。

（
23
）
保
利
藝
術
博
物
館
『
保
利
蔵
金
』（
保
利
藝
術
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）、
同
『
保

利
蔵
金
・
続
』、（
嶺
南
美
術
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
『
保
利
藝
術
博
物
館
·
輝

煌
璀
璨
青
銅
藝
術
』（
保
利
藝
術
博
物
館
、
二
〇
〇
二
年
）
等
参
照
。

（
24
）
劉
雨
、
厳
志
斌
『
近
出
二
』、
呉
鎮
烽
『
通
鑑
』。

（
25
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
一
〇
三
―
一
〇
五
頁
参
照
。

（
26
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
六
〇
―
六
二
頁
参
照
。

（
27
）Chinese Bronzes from

 the M
eiyintang Collection 

（London: Paradow
 

W
riting, 2009

），
第
七
五
図
及
びTrésors de la Chine ancient - Bronzes rituels 

de la collection M
eiyintang

（Paris: M
usée des arts asiatiques Guim

et, 2013

）

第
八
四
図
。

（
28
）『
玫
茵
堂
』
第
七
五
器
の
解
説
は
こ
の
銘
を
「
光
」
ま
た
は
「
微
」
字
と
す
る
が
、

葛
亮
は
「
玫
茵
堂
蔵
中
国
銅
器
有
銘
部
分
校
読
」
に
お
い
て
こ
の
説
を
批
判
し
、「

」

と
釈
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
網
站

二
〇
〇
九
年
一
二
月
一
一
日
、http://w

w
w
.gw

z.fudan.edu.cn/srcshow
.asp?src_

id=
1012

）。
し
か
し
図
版
写
真
の
観
察
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
こ
の
文
字
の
上
半
部
は

明
ら
か
に
「
止
」
に
従
っ
て
お
り
、「
先
」
字
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
呉
鎮
烽
『
通



漢
字
學
硏
究　

第
三
號

二
九

鑑
』
及
び
『
図
像
集
成
』
は
と
も
に
「
先
」
と
し
て
お
り
、
妥
当
な
釈
読
で
あ
る
。

（
29
）
ギ
メ
美
術
館
で
二
〇
一
三
年
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
に
こ
の
方
鼎
は
出
展
さ
れ
て
お

ら
ず
、
同
展
覧
会
の
図
録
（
前
掲
注
27
参
照
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ス

極
東
学
院
のVEN

TU
RE Olivier

（
風
儀
誠
）
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
30
）
林
巳
奈
夫
『
殷
周
時
代
青
銅
器
の
研
究
・
殷
周
青
銅
器
綜
覧
一
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
四
年
、
以
下
『
綜
覧
』）
図
版
五
〇
頁
、
扁
足
鼎
三
三
。

（
31
）
前
掲
注
30
『
綜
覧
』
図
版
第
五
〇
頁
、
扁
足
鼎
三
四
。
銘
文
は
『
集
成
』

二
一
五
九
、『
図
像
集
成
』
一
五
二
九
を
参
照
。

（
32
）
こ
の
方
鼎
は
二
〇
〇
六
年
澳
門
崇
源
国
際
秋
季
拍
売
会
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
た
。
呉
鎮
烽
「
崇
源
国
際
澳
門
秋
季
拍
売
会
青
銅
器
鑑
賞
」『
収
蔵
界
』

二
〇
〇
六
年
一
二
期
及
び
、『
図
像
集
成
』
一
〇
三
五
参
照
。

（
33
）
山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
・
青
州
市
博
物
館
「
青
州
市
蘇
埠
屯
商
代
墓
地
発
掘
報
告
」

『
海
岱
考
古
』
第
一
輯
（
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）
図
版
玖
・
一
参
照
。

（
34
）
殷
墟
五
号
墓
出
土
の
扁
足
長
方
鼎
（
Ｍ
５
：813

）
に
見
ら
れ
る
紋
様
と
扁
足
の
形

状
を
参
照
。

（
35
）『
ギ
メ
』
第
三
九
図
参
照
。

（
36
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
一
〇
三
―
一
〇
四
頁
参
照
。

（
37
）
田
建
文
・
李
俊
峰
は
「
…
…
七
件
〔
六
件
の
誤
記
か
。
引
用
者
注
〕
銅
觚
中
四
件

有
銘
文
、另
両
件
無
…
…
」
と
述
べ
、六
点
の
觚
の
う
ち
二
点
に
は
銘
が
見
ら
れ
な
か
っ

た
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
一
般
に
未
剔
銹
の
器
物
は
銘
文
の
存
否
の
確
認
が
困
難
で

あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
諸
器
物
の
詳
細
な
部
分
写
真
や
、
拓
本
、
X
線
写
真
な
ど
、
よ
り

客
観
性
の
あ
る
判
断
材
料
が
未
公
表
で
あ
る
現
状
に
お
い
て
は
、
両
氏
の
指
摘
を
そ
の

ま
ま
う
け
い
れ
る
こ
と
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
38
）
楊
錫
璋
・
楊
宝
成
「
殷
代
青
銅
器
礼
器
的
分
期
与
組
合
」『
殷
墟
青
銅
器
』（
文
物

出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
七
九
―
一
〇
二
頁
及
び
、
劉
一
曼
「
安
陽
殷
墟
青
銅
礼
器
組

合
的
幾
個
問
題
」『
考
古
学
報
』
一
九
九
五
年
第
四
期
、
ま
た
、
朱
鳳
瀚
『
綜
論
』

一
〇
二
〇
頁
、岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
二
〇
頁
、
向
平
「
殷
墟
小
屯
M
五
再
探
討
」『
中

国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
一
年
第
一
二
期
（
総
一
〇
一
期
）
等
を
参
照
。

（
39
）
こ
の
推
定
は
、
海
外
の
古
美
術
市
場
に
お
い
て
爵
六
点
を
含
む
計
八
点
の
「
先
」
銘

銅
器
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
と
い
う
張
光
裕
氏
の
指
摘
に
も
よ
く
符
合
す
る
。
前
掲

注
5
参
照
。

（
40
）
朱
鳳
瀚
『
綜
論
』
九
六
四
―
九
六
五
頁
、
一
〇
二
〇
頁
参
照
。

（
41
）
前
掲
注
1
の
橋
北
考
古
隊
「
山
西
浮
山
橋
北
村
商
周
墓
地
」
参
照
。

（
42
）
前
掲
注
36
。

（
43
）
向
平「
略
論
商
周
青
銅
弓
形
器
的
形
制
演
変
」『
華
夏
考
古
』二
〇
〇
七
年
第
一
期
、

林
「
商
文
化
青
銅
器
与
北
方
地
区
青
銅
器
関
係
之
再
研
究
」『
考
古
学
文
化
論
集（
一
）』

（
文
物
出
版
社
、一
九
八
七
年
）
後
に
『
林

学
術
文
集
』（
中
国
大
百
科
全
書
出
版
社
、

一
九
九
八
年
）
所
収
、
滕
銘
予
「
也
談
弓
形
器
的
形
制
及
相
関
問
題
」『
考
古
』

二
〇
一
一
年
第
八
期
等
の
文
献
を
参
照
。

（
44
）『
殷
墟
婦
好
墓
』
図
版
七
五
参
照
。

（
45
）『
殷
墟
花
園
荘
東
地
墓
葬
』
一
五
七
―
一
六
一
頁
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所

安
陽
工
作
隊
「
安
陽
大
司
空
村
東
南
一
座
殷
墓
」『
考
古
』
一
九
八
八
年
第
一
〇
期
、

安
陽
市
文
物
考
古
研
究
所
『
安
陽
殷
墟
徐
家
橋
郭
家
荘
商
代
墓
葬
』（
科
学
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）
一
一
〇
―
一
一
一
頁
、
前
掲
注
43

向
平
論
文
等
を
参
照
。

（
46
）『
殷
墟
花
園
荘
東
地
墓
葬
』，
二
二
二
―
二
二
七
頁
。

（
47
）
橋
北
考
古
隊
「
山
西
浮
山
橋
北
村
商
周
墓
地
」
は
「
Ｍ
18
要
比
Ｍ
１
大
些
…
…
」
と

述
べ
る
が
、
報
告
中
の
記
載
か
ら
お
そ
ら
く
は
「
Ｍ
１
要
比
Ｍ
18
大
些
」
の
誤
り
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
48
）中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所『
滕
州
前
掌
大
墓
地
』（
文
物
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）、

山
東
省
文
物
考
古
研
究
所
「
青
州
市
蘇
埠
屯
商
代
墓
地
発
掘
報
告
」、『
海
岱
考
古
』
第

一
輯
（（
山
東
大
学
出
版
社
、
一
九
八
九
年
）、
二
五
四
―
二
七
三
頁
、
河
南
省
信
陽
地

区
文
管
会
・
河
南
省
羅
山
県
文
化
館
「
羅
山
天
湖
商
代
墓
地
」『
考
古
学
報
』

一
九
八
六
年
第
二
期
、
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研
究
所
『
中
国
考
古
学
・
夏
商
巻
』
中

国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
三
四
三
―
三
四
五
頁
な
ど
を
参
照
。

（
49
）「
先
」（

）
字
と

、

、

、

、

 

等
の
諸
字
形
は
、
過
去
の
研
究
に
お

い
て
し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
て
き
た
。（
例
え
ば
曹
淑
琴「
臣
辰
諸
器
及
其
相
関
問
題
」『
考

古
学
報
』
一
九
九
五
年
第
一
期
、
韓
炳
華
「
先
族
考
」『
中
国
歴
史
文
物
』
二
〇
〇
五

年
第
四
期
な
ど
）。
し
か
し
字
形
構
造
の
分
析
や
卜
辞
例
の
系
統
的
な
整
理
か
ら
、
こ

れ
ら
の
諸
字
形
が
み
な
「
先
」
字
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
関
し

て
は
、
劉
釗
「
釈
甲
骨
文
耤
、
羲
、

、
敖
、
㦵
諸
字
」『
吉
林
大
学
学
報
』

一
九
九
〇
年
第
二
期
，
後
に
劉
釗
『
古
文
字
考
釈
叢
稿
』（
嶽
麓
書
社
、
二
〇
〇
五
年
）

一
〇
―
一
三
頁
所
収
、
趙
平
安
「
従
失
字
釈
読
談
到
商
代
的
佚
侯
」『
中
国
社
会
科
学

院
歴
史
研
究
所
学
刊
』
第
一
集
（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
何
景
成
「『
失
』
族

銅
器
研
究
」『
吉
林
大
学
古
籍
研
究
所
建
所
二
十
周
年
紀
念
文
集
』（
吉
林
文
史
出
版
社
、

二
〇
〇
三
年
）、羅
琨
「
殷
墟
卜
辞
中
的
『
先
』
与
『
失
』」
等
に
詳
し
い
論
証
が
あ
る
。

（
50
）『
綜
覧
』
鼎
六
八
、
梁
上
椿
『
巌
窟
吉
金
図
録
』（
一
九
四
四
年
、
以
下
『
巌
窟
』）

上
六
。

（
51
）『
巌
窟
』
上
六
考
釈
。『
集
成
』
の
「
銘
文
説
明
」
は
誤
っ
て
「
一
九
三
二
年
安
陽

出
土
」
と
す
る
。『
図
像
集
成
』
に
も
同
様
の
誤
り
が
見
ら
れ
る
。

（
52
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
二
九
―
三
〇
頁
。

（
53
）『
巌
窟
』
上
六
考
釈
。

（
54
）
前
掲
注
2
の
羅
琨
「
殷
墟
卜
辞
中
的
『
先
』
与
『
失
』」
参
照
。



先
族
銅
器
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初
探

三
〇

（
55
）
引
用
卜
辞
資
料
の
編
号
は
す
べ
て
郭
沫
若
主
編
『
甲
骨
文
合
集
』
中
華
書
局
、

一
九
八
二
年
（
以
下
『
合
』）
に
よ
る
。
韋
心
瀅
は
『
合
』
四
〇
六
八
に
見
え
る
「
先
」

字
を
名
詞
に
理
解
し
て
い
る
が
、
辞
例
か
ら
み
て
名
詞
で
は
な
く
副
詞
で
あ
る
こ
と
は

明
白
で
あ
る
。
韋
心
瀅
「
霊
石
旌
介
商
墓
研
究
・
考
古
資
料
所
見
商
後
期
王
国
西
部
辺

域
状
況
」『
中
国
国
家
博
物
館
館
刊
』
二
〇
一
一
年
第
四
期
参
照
。

（
56
）
孫
亜
冰
は
「
…
…
二
期
卜
辞
有
貞
人
先
、即
出
自
該
国
〔
先
国
を
指
す
。
引
用
者
注
〕」

と
述
べ
て
第
二
期
の
卜
辞
に
も
国
族
名
と
し
て
の
「
先
」
が
出
現
す
る
と
の
見
方
を
示

す
。
し
か
し
、
孫
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
第
二
期
貞
人
「
先
」
は
字
形
を
「

」
の
如
く

作
り
、「
先
」
字
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
孫
亜
冰
「
昜
国
考
」『
古
文
字
研
究
』

第
二
七
輯
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
ま
た
、「
先
」
字
の
字
形
認
識
に
関

し
て
は
、
前
掲
注
49
の
趙
平
安
論
文
及
び
何
景
成
論
文
を
参
照
。

（
57
）
崎
川
隆
『
賓
組
甲
骨
文
分
類
研
究
』（
上
海
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）、
黄
天

樹
『
殷
墟
王
卜
辞
的
分
類
与
断
代
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
等
参
照
。

（
58
）
原
文
は
中
国
語
。
前
掲
注
2
羅
琨
「
殷
墟
卜
辞
中
的
『
先
』
与
『
失
』」
参
照
。

（
59
）
張
秉
権
は
文
献
に
基
づ
い
て
商
代
先
国
の
所
在
地
を
河
南
開
封
東
南
郊
の
陳
留
県

附
近
に
比
定
し
た
が
（
張
秉
権
『
小
屯
（
第
二
本
）
殷
虚
文
字
丙
編
釈
文
・
上
輯
（
一
）』

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
五
七
年
、
一
五
頁
参
照
）、
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤

道
治
は
こ
の
説
を
批
判
し
て
、
商
代
の
先
国
は
羌
方
の
近
傍
つ
ま
り
殷
墟
の
西
方
に
位

置
す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
貝
塚
茂
樹
・
伊
藤
道
治
『
甲
骨
文
字
研
究
（
本
文
編
）』

京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
〇
年
、
二
二
七
―
二
二
八
頁
参
照
）。
橋
北
墓

地
の
発
見
を
経
て
、
現
在
で
は
多
く
の
学
者
が
山
西
省
浮
山
県
橋
北
村
附
近
を
商
代
先

国
の
所
在
地
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
前
掲
注
56
孫
亜
冰
論
文
及
び
注
55
韋
心

瀅
論
文
、
及
び
王
金
平
・
李
建
生
「
范
氏
『
先
』
族
乎
？
・
晋
国
卿
族
『
先
』
与
范
氏

之
族
属
」『
有
実
其
積
・
紀
念
山
西
省
考
古
研
究
所
六
十
華
誕
文
集
』
山
西
人
民
出
版

社
発
行
部
、
二
〇
一
二
年
等
参
照
）。

（
60
）
鍾
柏
生
・
陳
昭
容
・
黄
銘
崇
・
袁
国
華
『
新
収
殷
周
青
銅
器
銘
文
暨
器
影
彙
編
』（
藝

文
印
書
館
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
61
）
岳
洪
彬
『
礼
器
研
究
』
八
八
頁
。

（
62
）『
綜
覧
』
図
版
二
九
七
―
三
〇
〇
頁
参
照
。

（
63
）『
綜
覧
』
図
版
一
九
八
―
一
九
九
頁
参
照
。

（
64
）
曹
興
誠
氏
も
『
盧
芹
斎
伝
』
の
序
言
で
本
器
の
存
在
に
言
及
し
、
こ
れ
が
氏
所
蔵

の
も
う
一
点
の
方

を
も
と
に
製
作
さ
れ
た
偽
造
品
で
あ
る
こ
と
を
詳
細
に
論
証
し
て

い
る
。
曹
興
誠
「
序
・
従
盧
芹
斎
看
中
華
文
物
的
回
帰
与
保
護
」（
羅
拉
『
盧
芹
斎
伝
』

新
世
紀
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
―
二
一
頁
所
収
）。

【
追
記
･
二
】

本
稿
の
初
稿
校
正
の
段
階
で
、
香
港
の
蒋
白
浪
氏
よ
り
、
以
上
に
紹
介
し
た
諸
器
物

の
他
に
な
お
数
点
の
「
先
」
銘
青
銅
器
が
、
二
〇
〇
一
年
三
月
に
ベ
ル
ギ
ー
で
刊
行
さ

れ
た
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
・
カ
タ
ロ
グ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
と
の
ご
指
摘
を
受
け
た
（G

isèle 
Croës 22-28 M

ars 2001

）。
具
体
的
に
は
爵
一
点
、
方
尊
一
点
、
方

一
点
の
計
三

点
で
、
こ
の
う
ち
の
方

に
つ
い
て
は
、
本
稿
注
５
で
張
光
裕
氏
が
指
摘
す
る
も
の
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
三
器
は
型
式
的
に
い
ず
れ
も
殷
墟
二
期
か
ら
三
期

に
か
け
て
の
特
徴
を
そ
な
え
て
お
り
、ま
た
美
術
市
場
に
出
現
し
た
時
期
か
ら
み
て
も
、

お
そ
ら
く
は
本
稿
で
紹
介
し
た
橋
北
墓
地
出
土
の
青
銅
器
群
と
セ
ッ
ト
関
係
を
な
し
て

い
た
器
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
蒋
氏
に
よ
れ
ば
、
近
年
香
港
の
美
術

市
場
に
は
「
先
」
銘
を
も
つ
青
銅
武
器
類
も
出
現
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
、

こ
う
し
た
関
連
資
料
を
丹
念
に
収
集
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
橋
北
商
代
大
墓
出
土
青
銅

器
群
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
再
補

（
吉
林
大
学
古
籍
研
究
所
・
出
土
文
献
与
中
国
古
代
文
明
研
究
協
同
創
新
中
心
副
教
授
）
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